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＜問い合わせ先＞総合支援課　℡328－ 2743

　平成２９年４月に特別支援学校高等部「熊本市立平成さくら支援学校」が南区・平成に開校しました。地域
の皆様に愛される学校をめざします。

平成さくら支援学校は、義務教育修了後における知的障がいのある
生徒の進路先を保障することと、市内の特別支援教育のセンター的機
能を担うことを目的に、平成２４年度より計画、整備されてきました。

今年度は、第１学年３学級２２人、教職員１８人でスタートしまし
た。さくら色をアクセントにした新しい制服に身を包んだ生徒たち
が、毎日笑顔で通っています。

総面積約21,600㎡の敷地には、３階建ての校舎や運動場、体育館、
芝生が広がる地域交流広場が設けられています。また、校舎内には、
地域交流室、食品加工室や木工作業室等の諸作業室も整備されていま
す。

平成さくら支援学校開校！

サービスや接客態度の学習の場となる地域交流室

親睦行事の様子

４月１０日　入学式が行われました

ウィズ・ユー

【校訓】　自立　　夢　　挑戦



本年４月に就任した 遠藤 洋路 熊本市教育長を紹介します。

「これまで、文部科学省、熊本県教育庁等での勤務を経て、コンサルタント

会社を起業し、国や自治体における政策の支援を中心に活動しました。その

中で、熊本市教育大綱策定のアドバイザーというご縁もあり、今回教育長へ

任命いただきました。」

「熊本地震からの教育の復興をはじめ、次期学習指導要領への備えや、いじ

め問題への対応、また、全ての前提となる、教員が子どもと向き合う時間の

確保など、教育委員会としてのやるべきことが多くあります。

　子どもたちが、優しさと、賢さと、たくましさに満ちた大人に成長できる

よう力を尽くしたいと思います。また、子どもから大人まで、市民誰もが、

「上質な生活都市」にふさわしい豊かな教育文化活動を楽しめるよう、関係

部局とも連携しながら取り組んでいきたいと考えます。」

「私自身、保護者の皆様と年齢的にも近く、柔軟な視点を加えながら、教育

長としてこれからの熊本市の教育のため、取り組んでいきたいと思います。」

　熊本市では、毎年６月を「いじめ根絶強化月間」と定め、すべての小中学校で様々な取組を実施しています。

今年度は、次のテーマのもと、取組を行います。

　今年度は、『友だちの思いに寄り添う』とともに、『感じたことを伝える』をキーワードにあげています。「あ

れっ？」「おかしいな？」と感じたことを先生に、友だちに、親に、伝える。その勇気ある行動が、苦しんでい

る友だちを助けるだけでなく、友だちを苦しめている人の言動

にストップをかけることにもつながります。

　学校ではこの取組を通して、子どもが安心して生活や学習が

できるよう努めてまいります。

　ご家庭でもぜひ「いじめ」について話題にしてください。ま

た、地域の子どもの様子で気になること等がありましたら、学

校にも情報提供いただきますようお願いします。
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＜経歴＞
昭和49年生まれ。埼玉県
出身。東京大学法学部卒業。
平成９年文部省入省。ハー
バード大行政大学院修了
( 修士 )。文部科学省や熊
本県教育庁社会教育課長の
経験を経て、青山社中株式
会社を起業。平成29年４
月から熊本市教育長へ就任。

＜趣味・特技＞
旅行・弓道（四段）

●新教育長紹介

●いじめ根絶強化月間

まずは、簡単な経歴を教えてください。

保護者へのメッセージを、お願いします。

「『いじめは絶対にゆるさない』～友だちの思いに寄り添い、感じたことを伝えよう～」

教育長として、今後取り組んでいきたいことについて教えて
ください。

＜問い合わせ先＞教育政策課　℡328－2704

＜問い合わせ先＞総合支援課　℡328－2743

※小中学校での取組例
●「いじめ根絶集会」で、校長講話等

「いじめは絶対に許さない」心の育成
●「仲間づくり」「相手のいいところ探

し」等、人権学習の実践
●「１分間スピーチ」等、お互いを認め

合う場の設定



　熊本市学校教育コンシェルジュとは、学校教育に関するあらゆる相談に応じる、専門のスタッフのことです。
「どこに相談したらいいのかわからない」「学校には、相談しづらい」といった学校教育に関するあらゆるご相
談に応じます。相談者の方の話を傾聴し、どのようにしたら状況を改善することができるか、一緒に考えていき
ます。
　また、保護者と学校の橋渡し役となったり、関係機関と連携して課題の解決に取り組んだり、内容に応じた支
援を行います。相談内容など、プライバシーや秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。
　まずは電話かメール、FAX でご連絡ください。

　小学校の時期は、基礎的な体力を身につけるとともに、バランスの取れた体づくりと運動の楽しさや喜びを味
わうことが重要であることなどから、熊本市では、小学校においても盛んに運動部活動が行われています。一方
で、練習の長時間化や土日祝日の活動回数の増加など、様々な課題があがっています。
　そこで熊本市立小学校の運動部活動について、教育活動としての意義や役割を踏まえ、昨年9月に下記の取組
方針を定め、これをもとに今年3月、運動部活動の指針を改定しました。
　保護者の皆様には、新しい運動部活動指針をもとにした、学童期にふさわしい小学校運動部活動につきまして、
ご理解ご協力をお願いいたします。
　○改定した運動部活動指針は、熊本市ホームページ＞学び・観光・スポーツ ＞ 教育・学校・青少年・若者 ＞ 
教育施策・計画・年次報告　内に掲載しています。

●学校教育コンシェルジュのご案内

●小学校の運動部活動指針を改定しました

まずは、簡単な経歴を教えてください。

＜問い合わせ先＞総合支援課　℡328－2743

＜問い合わせ先＞健康教育課　℡328－2728

取 組 方 針

方針①
小学校の運動部活動は
学童期にふさわしい無
理のない適度なものと
する

電話

096-362-7171
受付時間：月曜日から金曜日　午前10時〜午後６時
　　　　（祝日、年末年始を除く）
所 在 地：こどもセンター「あいぱるくまもと」2階教育相談室内

方針⑤
各学校において運動部活動検討委員会（仮称）を設置し、学校の方針を定
め、具体的な取組を進めます。

方針②
大会参加は小学校体育
連盟の主催及び共催の
大会のみ
（Ｈ31.4月〜）

E-mail
7171con@city.kumamoto. kumamoto.jp

方針③
年間を通して複数の種
目を経験できるような
総合運動部の原則設置

FAX：096-362-7001

方針④
社会体育の競技クラブ
への移行を支援（既存
の運動部が希望する等
の場合）

 相談方法



　新年度が始まって２か月が経ち、子どもたちは新しい学年での生活にも慣れてきた時期ではないでしょうか。
熊本地震からも1年が過ぎ、落ち着きを取り戻している子どもたちも多いことと思います。しかし、少し大きい
余震があると怖い思いをした記憶が蘇り、物音に敏感になる、イライラする、食欲がない、眠れないなど心身に
不調をきたすことがあるかもしれません。そのような場合には、周囲の大人は優しく受け止めてあげることが大
切です。「思ったことは声に出していい」と伝えてあげましょう。
　熊本市では、子どもたちの心のケアを図るため、全ての小中学校でスクールカウンセラーによるカウンセリン
グを受けることができる環境を整えています。
　カウンセリングについてはどうぞ学校にご相談ください。

　学校で使用されている教科書について、市民の皆様の関心に応え、理解を深めていただくため、教科書展示会
（主催：熊本県教育委員会）が開催されます。期間は６月16日（金）から６月29日（木）までで、現在小中学
校で使用されている教科書が展示されます。
　また、今年は、平成30年度から小学校で使用する道徳の教科書採択の年です。採択の対象となる道徳（小学
校用）の検定済教科書の見本もすべて展示します。意見箱も設置していますので、ぜひ会場へお出かけください。

　情報モラル教育に積極的に取り組んでいる本市小中学校の紹介や、大学から講師を招き、学校・保護者・地域
の果たす役割や連携方法などについて、講話や関係者による座談会を行います。是非ご参加ください。

日　時：平成２９年７月３１日（月）１３：００〜１６：３０
場　所：熊本県立劇場　コンサートホール
対象者：保護者、教職員、地域の皆さん　参加費：無料
内　容：・兵庫県立大学　竹内 和雄　准教授による講話

・本市小中学校児童生徒による取組等の発表
・学校、保護者等による座談会　など

申込方法：詳細な内容については学校を通じてお知らせいたします。

●子どもの心のケア～スクールカウンセラーについて～

●小中学校の教科書を閲覧してみませんか～教科書展示会の開催～

●熊本市情報モラル教育セミナーを開催します
～学校・家庭・地域と情報モラル教育を効果的にすすめるには～

＜問い合わせ先＞総合支援課　℡328－2743

＜問い合わせ先＞教育センター　℡359－3200

＜問い合わせ先＞指導課　℡328－2721

展示会場一覧　　※ 会場によって開館時間、休館日等が異なりますので、ご注意ください。
・熊本市教育センター　　　　　　中央区千葉城町２－３５　　　☎096-359-3200
・熊本大学教育学部附属小学校　　中央区京町本丁５－１２　　　☎096-356-2492
・県立熊本聾学校　　　　　　　　東区東町３丁目１４－２　　　☎096-368-2135
・県立図書館　　　　　　　　　　中央区出水２丁目５－１　　　☎096-384-5000
・幸田公民館　　　　　　　　　　南区幸田２丁目４－１　　　　☎096-379-0211
・西部公民館　　　　　　　　　　西区小島２丁目７－１　　　　☎096-329-7205
・龍田公民館　　　　　　　　　　北区龍田弓削１丁目１－１０　☎096-339-3322
・植木公民館　　　　　　　　　　北区植木町岩野２３８－１　　☎096-272-6906
・火の君文化センター　　　　　　南区城南町舞原３９４－１　　☎0964-28-1800

兵庫県立大学　竹内　和雄　准教授

過去の展示会の様子



　SNS や通信機能のあるゲーム端末の普及など、家庭や子どもを取り巻く社会状況の変化の中で家庭教育の重
要性がますます高まっています。保護者の悩みや不安を少しでも解消し、子どもたちが笑顔でいられるよう日頃
の子育てを一緒に振り返ってみませんか？
・家庭教育とは？～親の笑顔が子どもを笑顔に～
　家庭教育とは、保護者が子どもに行う教育のことで、全ての教育の出発点です。基本的な生活習慣、人に対す
る信頼感、他人に対する思いやり、自尊心や自立心、社会的なマナーなどを身につけていくうえで、重要な役割
を果たしています。
・家庭教育セミナーって？
　学校や PTA が開催する家庭教育に関する研修会や勉強会に、講師や進
行役（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）を派遣し、「講演会型」と「ワークショップ型」の2つの
スタイルでセミナーを実施しています。PTA の研修会などで利用してみま
せんか。
※平成28年度は、67件・約５，０００人の方にご参加いただきました。
・家庭教育セミナー利用するには？（申込み方法について）
　開催予定日の１か月前までに、10人以上の団体等（学校、
PTA、職場、おやじの会 等）で青少年教育課へお電話のうえ
お申込みください。参加費は無料です。
　申請書は熊本市のホームページからダウンロードできます。
○　熊本市ホームページ ＞ 分類から探す ＞ 健康・福祉・子育て 
＞ 子育て ＞ 講座・講演会 ＞ ◆家庭教育セミナー

　熊本市の学校給食では、食物アレルギーのある子どもたちにも安全に学校給食を楽しんでもらうため、アレ
ルギー原因食物を取り除いて調理を行なう「除去食」、アレルギー原因食物を含まない代替品を提供する「代替
食」などの食物アレルギー対応を行なっております。
　今回の見直しでは、学校給食における食物アレルギー事故防止の徹底を図るため、文部科学省の指針に基づき、
食物アレルギーのある子どもへは、アレルギー原因食物を完全に除去した給食の提供を原則とします。これまで
は、食物アレルギーがあっても医師の診断に基づき食べることが可能な量が明確な場合は通常給食を提供してい
たケースもありましたが、今後はアレルギー原因食物を完全に除去した給食を提供することになります。
　学校給食における食物アレルギー対応は、子どもたちの安全性を最優先する必要がありますので、どうぞご理
解いただきますようお願いします。

　熊本市では、小中学校の普通教室の冷暖房設備の整備をしています。既に中学校では工事を完了し、今夏から
使用を開始します。また、小学校では、平成30年３月末までの設置完了に向けて、順次工事をしていきます。

●家庭教育セミナーで楽しく学んでみませんか？

●学校給食における食物アレルギー対応を見直しました

●子どもが学習に集中できる環境の整備～空調設備の設置～

＜問い合わせ先＞青少年教育課　℡328－2277

＜問い合わせ先＞健康教育課　℡328－2728

＜問い合わせ先＞施設課　℡328－2709

テーマ（例）
●望ましい生活習慣・学習習慣づくり
●思春期の子どもの理解とサポート
●ゲームやネットとのつきあい方
●いのちの大切さ　●食育　など
※テーマ・講師のご希望があればご相談ください！



『特色ある学校の取り組み』の紹介

『健康教育』～全国健康づくり推進学校・最優秀校受賞！～【城東小学校（中央区）】
　学校での健康づくりの優れた取組を表彰する「平成２８年度全国健康づくり推進学校表彰（公益財団法
人日本学校保健会）」において、都道府県・政令指定都市から推薦された９７校の中から、城東小学校が
最優秀校に選ばれました。
　城東小学校は校訓「まごころをつくすこども」を受け継ぎ、50年以上前から健康教育を推進してきま
した。このことが基盤となり、熊本地震の際も、教職員と共に児童が学校に避難している地域の方々の中
でボランティア活動に励み、睡眠や運動・食事など学校で学んだことを、避難中の健康生活に活かそうと
する姿などが高く評価されました。
　本校の特色ある活動として、長年にわたり「すこやかサミット」と呼ばれる学校保健委員会を年に3回
ほど開催し、学校・家庭・地域が一体となって健康づくりに取り組んでいます。また、高学年の児童が全
教室に出向いて、歯みがきの指導をする活動などにも取り組んでいます。
　本市では、児童生徒が健やかな学校生活を送るとともに、生涯にわたって健康的な生活習慣を身につけ
ることができるよう、家庭や地域及び関係機関等と連携しながら様々な取組を進めています。
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べ
き
役
割
で
す
が
、
昨
今
、
社

会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
教
育
力
が
低
下
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
学
校
や
教
師
に
対
す
る
過
度

の
期
待
や
要
求
に
転
化
し
、
様
々
な
課
題
・
問
題
が
教
育
現
場
に
持

ち
込
ま
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

教
師
の
本
来
の
仕
事
は
、
子
ど
も
た
ち
に
基
礎
的
な
学
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
【
教
科
指
導
】
と
、
行
動
や
態
度
、
思
考
な
ど
生
き
方

全
体
を
指
導
す
る
【
生
活
指
導
】
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
い
授
業
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
に
腐
心
す
る
教
師
た
ち
、
子
ど

も
た
ち
の
心
を
読
み
取
れ
る
く
ら
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
教
師
た
ち
、
そ
う
い
う
教
師
の
姿
が
あ
ふ
れ
る
教
育
現

場
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

本
市
は
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
「
熊
本
市
教
育
振
興
基
本

計
画
（
平
成
28
～
31
年
度
）」
の
重
点
的
取
組
の
一
つ
に
「
教
員
が

子
ど
も
と
向
き
合
う
た
め
の
体
制
の
整
備
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

様
々
な
視
点
か
ら
、
あ
る
べ
き
教
育
現
場
の
実
現
に
知
恵
を
絞
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

＜問い合わせ先＞健康教育課　℡328－2728

◆
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
、
教
育
委
員
の
教
育
に
関
す
る
思

い
や
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

熊本地震後に続いた非常食などの栄養について
調べた成果を発表する城東小の児童たち


